
　

ホ
タ
ル
の
撮
影
中
、
ホ
タ
ル
が
私

の
お
尻
に
止
ま
り
光
り
出
し
ま
し

た
。
周
り
に
い
た
人
か
ら
は
大
き
な

ホ
タ
ル
に
見
え
た
そ
う
で
す
。
写
真

撮
影
は
意
外
な
出
来
事
も
あ
り
楽
し

い
も
の
で
す
。

　

写
真
家
・
野
水
正
朔
さ
ん
（
市
在

住
、
二
科
会
写
真
部
会
員
）
の
「
白

サ
ギ
展
」
が
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料

館
で
８
月
９
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。（
２
頁
参
照
）
白
サ
ギ
の
魅
力

に
惹
か
れ
、
四
国
や
淡
路
の
野
山
を

駆
け
回
り
、
時
に
は
危
険
な
目
に
も

会
い
な
が
ら
、
約
30
年
か
け
て
撮
り

続
け
た
千
本
以
上
の
フ
ィ
ル
ム
の
う

ち
、
選
り
す
ぐ
り
の
20
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

京
阪
神
か
ら
同
作
品
展
開
催
の
依

頼
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、「
ま
ず
は

地
元
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
っ
て
か

ら
」
と
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　
　
（
川
卓
）

ら

か

室

集

編

◆
南
あ
わ
じ
市
消
防
操
法
大
会

　
　
（
５
月
27
日
、
三
原
川
河
川
公
園
）

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】
▽
団
体
賞
①
神
代
第

１
分
団
②
阿
万
特
設
分
団
▽
個
人
賞　

指
揮
者
＝
榎
本
全
克
（
神
代
第
１
分
団
）、

１
番
員
＝
仲
野
友
章
（
同
）、
２
番
員
＝

野
尻
剛
史
（
阿
万
特
設
分
団
）
３
番
員

＝
吉
田
幸
司
（
神
代
第
１
分
団
）、
４
番

員
＝
倉
本
悟
（
阿
万
特
設
分
団
）

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】
▽
団
体
賞
①
沼
島

第
１
分
団
②
三
原
志
知
分
団
▽
個
人
賞

指
揮
者
＝
東
庄
淳
史
（
三
原
志
知
分
団
）、

１
番
員
＝
山
岡
隆
之
（
沼
島
第
１
分
団
）、

２
番
員
＝
前
田
潤
二
（
三
原
志
知
分
団
）、

３
番
員
＝
藤
田
学
（
沼
島
第
１
分
団
）

◆
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
南
あ
わ
じ

　

市
予
選
三
原
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
大
会

（
５
月
13
日
、
三
原
健
康
広
場
、
三
原
中

学
校
）

【
１
部
】
①
上
八
木
Ａ
②
掃
守
③
三
条
Ａ
、

小
榎
列

【
２
部
】
①
青
木
Ｂ
②
浦
壁
③
高
、
委
文

◆
全
淡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
南
あ
わ

　

じ
市
予
選
南
淡
地
域
大
会

　
（
５
月
20
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
①
西
町
老
人
ク

ラ
ブ
②
塩
屋
町
Ａ
③
東
町
Ｂ
④
潮
美
台

Ｂ【ペ
タ
ン
ク
ト
リ
プ
ル
ス
】
①
潮
美
台
Ｂ

②
潮
美
台
Ａ
③
Ｉ
Ｍ
Ｓ

【
ペ
タ
ン
ク
ダ
ブ
ル
ス
】
①
潮
美
台
Ａ
②

Ｉ
Ｍ
Ｓ
③
潮
美
台
Ｂ

【
ソ
フ
ト
ア
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
】
①
福

▲小型ポンプの部優勝の沼島第１分団の皆さん
　指揮者＝井上恒二、１番員＝山岡隆之、２番員＝
　丸井康義、３番員＝藤田学
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お知らせ

良
②
賀
集

◆
県
民
体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技

兼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

二
〇
〇
七
兵
庫
県
予
選

（
５
月
27
日
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
木
）
関

係
者
分

【
男
子
35
歳
シ
ン
グ
ル
ス
】
①
印
部
泰
男

◆
大
会
結
果
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広報 
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介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

７
月
中
旬
に
65
歳
以
上
の
方
へ
、
19
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。対象者

年間介護保険料額
18年度 19年度 20年度

第４段階の者のうち、
税制改正がない場合

第1段階の該当者 25,740円 32,370円
39,000円第２段階の該当者 25,740円 32,370円

第３段階の該当者 32,370円 35,490円

第５段階の者のうち、
税制改正がない場合

第1段階の該当者 29,250円 39,000円

48,750円
第２段階の該当者 29,250円 39,000円
第３段階の該当者 35,490円 42,120円
第４段階の該当者 42,120円 45,240円

　

介
護
保
険
料
は
世
帯
（
４
月
１

日
時
点
）
の
市
町
村
民
税
の
課
税

状
況
や
本
人
の
収
入
な
ど
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

　

転
入
や
65
歳
到
達
等
に
よ
り
４

月
２
日
以
降
に
資
格
取
得
し
た
方

は
、
資
格
取
得
し
た
日
が
世
帯
の

基
準
日
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
算
出
基
準
は
、
図
１

の
と
お
り
で
す
。

第
４
・
第
５
段
階
に
該
当

す
る
方
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
民
税
非
課
税

だ
っ
た
方
の
う
ち
、
税
制
改
正
の

影
響
に
よ
り
課
税
に
な
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
急
激
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
「
激

変
緩
和
措
置
」
が
と
ら
れ
ま
す
。

　

段
階
的
に
保
険
料
を
上
げ
て
い

き
、
20
年
度
に
は
通
常
の
保
険
料

額
と
な
り
ま
す
。
金
額
は
表
１
の

と
お
り
。

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

第４・５段階うち激変緩和対象者の介護保険料

所得段階 対　象　者
年間保険料額

（計算方法）

第１段階

生活保護受給者および老齢福祉

年金（※１）受給者で、世帯全

員が市町村民税非課税の者

19,500円

（基準額×0.5）

第２段階

世帯全員が市町村民税非課税の

者で、本人の課税年金収入額と

合計所得金額（※２）の合算額

が80万円以下の者

24,180円

（基準額×0.62）

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税の

者で、第２段階に該当しない者

29,250円

（基準額×0.75）

第４段階

世帯の誰かに市町村民税が課税

されているが、本人は市町村民

税非課税の者

39,000円

（基準額）

第５段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円未満の者

48,750円

（基準額×1.25）

第６段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円以上の者

58,500円

（基準額×1.5）

あなたの介護保険料は？

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

市
町
村
民
税
を
納
め
て
い
る

同
じ
世
帯
に
市
町
村
民
税
を

納
め
て
い
る
人
が
い
る

合
計
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
（
※
２
）

課
税
年
金
収
入
と
合
計

所
得
の
合
算
額
が
80
万

円
以
下
で
あ
る
（
※
２
）

老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
（
※
１
）

はい

いいえ

いいえ いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

※１　老齢福祉年金＝明治44年４月１日以前に生まれた者。または大正５年４月１日以前に生まれた者で一定条件を満たす者が受けている年金
※２　合計所得金額＝「所得」とは実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額

19
年
度

（表１）

（図１）

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
措
置

社
会
福
祉
法
人
等
の
利
用
者

負
担
軽
減
措
置

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
通
常
１

割
の
負
担
が
原
則
で
す
が
、
社
会

福
祉
法
人
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ

ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

を
利
用
す
る
場
合
、
条
件
を
満
た

し
、
認
定
を
受
け
れ
ば
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　

第
１
・
２
・
３
段
階

の
方
で
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
。
①
年
間
収
入
が
、

単
身
世
帯
で
百
50
万
円
、
世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

②
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

３
百
50
万
円
、
世
帯
員
が
1
人

増
え
る
ご
と
に
百
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
③
世
帯
が
そ

の
居
住
用
の
家
屋
そ
の
他
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資

産
以
外
に
利
用
で
き
る
資
産

を
有
し
な
い
④
負
担
能
力
の

あ
る
親
族
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
い
⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い

▽
軽
減
額　

利
用
者
負
担
額
４
分

の
１
。
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

は
、
２
分
の
１

▽
申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
付
の
申
請
書
に
明
記
・
押

印
し
、
提
出

▽
受
給
で
き
る
事
業
所　

緑
風
館

（
広
田
）、
ど
ん
ぐ
り
の
里
（
松

帆
）、
翁
寿
園
（
八
木
）、
太
陽

の
家
（
八
木
）、
平
成
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
八

木
）、
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問

介
護
事
業
所
（
市
）、
す
い
せ

ん
ホ
ー
ム
（
賀
集
）

施
設
入
所
時
の

居
住
費
と
食
費
の
軽
減

　

介
護
保
険
施
設
（
老
人
福
祉
施

設
、
老
人
保
健
施
設
、
療
養
型
医

療
施
設
）
に
入
所
し
て
サ
ー
ビ
ス

等
を
受
け
る
場
合
、
条
件
を
満
た

し
認
定
を
受
け
れ
ば
、
居
住
費
と

食
費
に
負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ

ま
す
。
設
定
額
を
超
え
た
場
合
、

介
護
保
険
か
ら
負
担
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

第
１
・
２
・
３
段
階
に

該
当
す
る
方

▽
申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
付
の
申
請
書
に
明
記
・
押

印
し
、
提
出

▽
軽
減
額　

負
担
の
段
階
、
施
設

の
種
類
等
に
よ
り
異
な
る

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

▲ポンプ車の部優勝の神代第１分団の皆さん
　指揮者＝榎本全克、１番員＝仲野友章、２番員＝
　並木一芳、３番員＝吉田幸司、４番員＝榎本英俊

福
祉
医
療
費

受
給
者
の
方
へ

　

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
、
乳
幼

児
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子
、

遺
児
な
ど
の
方
に
医
療
費
の
一
部

を
公
費
負
担
す
る
「
福
祉
医
療
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
に
は
、
６
月
末
に
受
給
者
証
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

さ
て
、
国
の
医
療
保
険
制
度
改

革
の
一
環
と
し
て
、
20
年
４
月
か

ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の

創
設
や
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
自
己

負
担
限
度
額
の
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
福
祉
医
療
制
度
で

も
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年

度
の
定
期
更
新
で
は
受
給
者
証
の

有
効
期
限
が
、
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
す
。

▽
老
人
医
療
（
一
般
世
帯
）

　

20
年
３
月
末

▽
高
齢
重
度
障
害
者
医
療

　

20
年
３
月
末

▽
重
度
障
害
者
医
療
で
、
20
年
４

月
〜
６
月
の
65
歳
到
達
者

　

誕
生
日
の
前
日
ま
で

▽
右
記
以
外
の
方　

20
年
６
月
末

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３




